
JP 2007-149087 A5 2010.1.21

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成22年1月21日(2010.1.21)

【公開番号】特開2007-149087(P2007-149087A)
【公開日】平成19年6月14日(2007.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2007-022
【出願番号】特願2006-313567(P2006-313567)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/21     (2006.01)
   Ｇ０６Ｑ  50/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/21    ５８６Ａ
   Ｇ０６Ｆ  17/21    ５５０Ａ
   Ｇ０６Ｆ  17/60    １５４　
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ３５０Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月23日(2009.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
特許または実用新案の出願に係わる文書を作成する文書作成支援装置であって、
表示画面上に、発明または考案を構成する要素についてそれぞれ記述することができる複
数の移動可能な要素セルからなる要素階層表を表示し、前記の各要素セルには、それぞれ
、要素の名称を記入する名称欄と要素の特性を記述する特性欄とを設け、執筆者が前記要
素セルのそれぞれの欄に所要の文書データを記入すると共に各要素セルを、それぞれの並
立従属関係を表現するツリー状の階層構造に配位するように支援する要素配位支援手段と
、
前記各要素の相関関係を文書データとして記述することを支援する相関記述支援手段と、
執筆者が各要素の配位と相関関係とを決定した後、前記要素階層表の階層構造に対応する
モデル構文図式を提示すると共にこのモデル構文図式に従って前記文書データを自動的に
組み替え、執筆者がこのモデル構文図式に従って文書を作成できるように支援する作文支
援手段と、
を備えたことを特徴とする文書作成支援装置。
【請求項２】
表示画面上に前記要素階層表と共に、発明または考案を構成する要素の名称または符号が
付与された図面を表示し、執筆者がこの図面上の名称または符号を前記要素階層表の要素
セルに導入すると、その要素セルの名称欄に当該要素の名称が表示されるようにしたこと
を特徴とする請求項１記載の文書作成支援装置。
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